
国民年金第３号被保険者数の推移
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○国民年金第３号被保険者数は、近年、減少傾向にある。

（平成１６年財政再計算の見通し）

（年度間平均値）

※実績値は各年度の４月から３月までの平均値である。

（注）「人口の変化等を踏まえた年金財政への影響（暫定試算）」では、平成１７年度までの実績を反映させているほか、長期的に女性の社会進出がより進むと
　　見ていることから、３号被保険者数は平成１６年財政再計算より減少する見通しとなっている。
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